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令和 7年度施政方針 

～新たな未来を切り拓く～ 

はじめに・・・課題解決に進取果敢に取り組む 

本日、令和 7年第 1 回多良間村議会定例会の開会に当たり、令和７年

度の予算（案）をはじめとする諸議案をお願いするに当たり、私の新年

度の村政運営に臨む所信を申し述べさせていただき、村民の皆様並びに

議員各位のご協力を賜りたいと存じます。 

 村民の皆様からの負託により村政をお預かりさせていただき、１２年

が経とうとしています。これまで限りある行政資源を効率的かつ効果的

に活用し、様々な施策・事業に果敢に取り組んでまいりました。残され

た任期はあとわずかとなりましたが、引き続き村民の皆様のご期待に応

えられるよう、全力で取り組んでまいります。 

 これまで取り組んできた「日本農業遺産」が１月２４日に認定の朗報

を受け、去る２月２８日に認定証授与式を終えたところであります。ご

指導をいただきました仲間勇栄先生をはじめ、認定申請に携わったすべ

ての方々に感謝申し上げます。これまで先人の方々が築き上げた歴史や

財産をはじめ多くの地域資源を、今を生きる私たちがしっかりと受け継

ぎ、生かしていくことが大切です。そして、これから生まれ育つ子ども

達へ自信をもって引き継いでいくことで、多良間村が将来にわたり誰も

が幸せを感じられる村になるものと信じます。今ある多良間村の様々な

持つ力にもう一度光をあてていく、新たな視点を加え進めていく、日本

農業遺産認定を受け、改めてそうあり続けたいと思います。 

 感染症の流行や戦争、災害など予想しえなかった出来事が、近年立て

続けに起きております。また、人口減少や少子高齢化、あるいは地球温

暖化などといった、これまでの課題に加えて、それらを起因とした複雑

化・多様化した様々な社会課題が併せて進行しております。コロナ禍以

降、社会的にも経済的にもさらには政治的にも、先行きが不透明で、コ

ントロールが効かない時代が到来し、舵取りが難しい状況になっている
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ように感じます。 

しかし、その一方では、それらの解決の糸口とすべく、AI をはじめと

する革新的なデジタル技術が、日々進化を遂げています。加えてこれま

で以上に社会全体が各業界を横断した連携を進めており、「便利な社会」

「未来に期待や希望の持てる社会」に向かって、推し進んでいることも

確かであります。 

アメリカトランプ大統領の二度目の登場など、世界社会情勢の大きな

変化に直面し、我が国は時代の岐路にたっております。こうした中、い

かに新たな多良間村を切り拓いていけるかが、今まさに問われていま

す。私は、多良間村が持続的に発展を続けていくためには、村民の福

祉・所得向上、住みやすさを追求しながらも、循環型社会、村民の心の

豊かさを追求することも重要と考えます。将来的にも持続した発展を追

求しながら、目の前にある懸案課題に真正面から向き合い、１０年先、

２０年先、さらにはその先の未来を見据えていかなければなりません。

常に高い視座を持ち、村民にとって最善最良の政策判断を行いながら、

村民一人ひとりの幸せのために全力で挑戦を続ける、そのような村政運

営を力強く邁進してまいります。先人たちのたゆまぬ努力により、築き

上げてきた多良間村が、新たなステージへとより一層、歩みを加速して

いくため、村民の英知を結集し、村民の皆様と懸案課題に進取果敢に取

り組んでまいります。 

 それでは、令和７年度の主要な施策と事業概要について、ご説明申し

上げます。 

一つ目にくらしを豊かにする産業の振興 

 我が国農業を取り巻く情勢は、コメや野菜の価格高騰が続き、農薬・

肥料・飼料・燃料の輸入価格が上昇し、依然として農業経営を圧迫して

います。その影響は、農家数の減少や高齢化の進展とともに、中小零細

農家の淘汰へと進んでいます。このような農村の危機的状況を踏まえ

て、与野党伯仲時代の今、農業政策の見直しで農業者の利益本位に考え

た、農業政策を打ち出す必要性を強く感じます。 

 多良間村における農業生産販売額は、令和３年度に１８億６千万円の
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大台の実績を上げることができました。ところが新型コロナウイルス感

染症やウクライナ戦争、円安ドル高などを背景に、肥料や農薬などの農

業や畜産業に必要な農業資材全般の価格高騰が続きました。その影響を

受け子牛価格の低迷が続き、農業生産販売額が戻るまでに、いまだ脱し

きれない状況にあります。 

 このように現在も、大変厳しい社会情勢となっていますが、生産者・

関係機関が一体となって「生産農家の所得増大」「農業生産の拡大」「定

量定品質生産」に向けて取り組んでまいります。そして、本村農業のあ

り方として、目指したいことが、１つ目に「生産者は所得アップを図

り、自信と誇りをもって、いきいきと農業を行い豊かな生活を送る」。２

つ目に、「各生産組合・各組織が安全・安心・安定した農業生産に取り組

み、積極的に農業に励む」。３つ目に、「高齢者がいつでも元気に楽しみ

ながら農業に従事でき、生涯現役を続ける」。ことであります。楽しみな

がら儲かる農業ができる、そのような環境づくりを進めてまいります。 

 作物別にみると、さとうきび作は夏場の少雨傾向はあったものの、そ

の後の持ち直しで品質・反収ともに良い作柄となり、トン当たり価格も

まれに見る高値を維持しています。また、農家の取り組みが功を奏し、

さとうきび全農家がエコファーマー再認定されました。さらにさとうき

び生産組合のエコファーマー認定が団体として県内初となる快挙とな

り、沖縄県農林漁業賞の栄えある受賞となりました。 

 畜産においては、ウクライナ戦争の長期化、円安に伴う配合飼料価格

の高止まりや、牛肉の消費が進まず枝肉価格の低迷が続き、肥育農家の

買い控えなどで、子牛価格の安値が続いています。畜産農家にとりまし

ては、大変厳しい状況が続いていますが、今できること、日頃の飼養管

理、母牛改良等、購買者の好む子牛生産に励まれますよう切にお願い申

し上げます。 

 葉たばこ作におきましては、一昨年作は５月末の台風２号で壊滅的な

被害を受け残念でしたが、昨年は気象条件もよく生産農家のたゆまぬ肥

培管理の結果、多良間地区におきましては、単価・単位収量ともに良い

結果となりましたことは、喜ばしい限りであります。今後とも、葉たば

こ農家の所得向上と安定化を図るため、離島に適した作物として推進し



 4 / 14 

 

てまいります。 

 かぼちゃ作におきましては、栽培農家は横ばいで、１０a当たり収量

がやや向上し、ｋｇ単価は高値安定で推移しております。さとうきび作

との輪作体系、効率的な高収益作物として有望であり、今後とも奨励し

てまいります。 

 その他のニンニク、唐辛子、ノニ、園芸作物など新戦力作物として推

進してまいります。農作物全般に、堆肥を活用した土壌条件の改良によ

る地力増進、耕畜連携による環境保全型農業を推進してまいります。 

 また、野菜不足を補い、安定的に村民に葉野菜の提供をできることを

目的に、コンテナ水耕栽培を始めました。水耕栽培は、太陽の光に頼る

ことなく栽培するため、天候の影響を受けずに、周年で計画的に安定し

た栽培が可能です。栽培室内は無菌状態でクリーンな環境に保たれてい

るため、野菜に付着する菌数が極めて少なく、栽培中は農薬を一切使用

しません。何より、安心安全な健康野菜として、提供することができ、

菌の付着が少ないことから、冷蔵保存した場合、鮮度が長持ちする利点

があります。村内では、野菜不足が指摘されており、この健康野菜は村

民の健康増進にも寄与するものと期待します。 

 水産業の振興につきましては、本村の水産業の改良発展及び漁業生産

の向上に取り組む方、または地産地消を推進する方が、商品開発、規模

拡大及び漁業生産に必要な加工設備、機材、漁具等を導入する経費につ

いて、補助金を交付することにしております。  

観光産業につきましては、夢パティオたらまの指定管理、新たな宿泊

施設の増設、今後計画中のホテル建設などで、宿泊客数増加による受け

入れ態勢が強化できます。さらに懸案でありました、観光拠点施設食堂

の指定管理により、村内食事の提供も一段と良くなりました。このよう

に多良間村における観光業が着々と進められており、観光業界から大き

な注目をされ、観光産業の発展が期待されています。 

二つめに子どもが健やかに育ち、いきいきと輝く村づくり 

次代を担う子どもたちは、私たちの希望であり、未来だけでなく今に
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おいても、社会の主役であると考えています。安心して子育てができる

環境づくりに向けて、地域がつながり、社会全体で子どもを育み、子育

てをしていく機運を醸成することが大切であります。あわせて、子ども

たち自身が社会の担い手であるという意識と、「子ども議会」などの子ど

もたちの声を反映した村づくりを進めてまいります。 

 これからの教育には、激しく変化し続ける社会情勢のなか、想定外の

事象と向き合い対応する力や、不透明な未来を切り拓き、たくましく生

きる力をどのように育むかという視点とともに、心身ともに健康で持続

可能な社会の実現という視点が重要です。そのため多良間村では、子ど

も一人ひとりのかけがえのない価値を尊重し、個人の能力を最大限引き

出すことを重視します。そして、生涯にわたり自らの能力を高め、ある

いは得意な分野の才能を伸ばすとともに、自己実現をめざす意欲や態

度、自主的精神の育成に努めます。あわせて、これからの教育を支える

基盤的なツールとして ICT は不可欠であることを認識し、本村の教育理

念である「島の明日を拓く人づくり」を基本に、学校・家庭・地域が緊

密に連携し、自主的・自律的で創意工夫のある学校教育を進めてまいり

ます。 

 共生社会の形成をめざして、障がいのある子どもと障がいのない子ど

もとの交流及び共同学習をさらに進め、誰もがともに学べる環境づくり

に取り組んでまいります。引き続き支援員の配置など障がいの状態に応

じた支援体制を構築し、多様化した児童生徒に対する支援の充実を図っ

てまいります。 

子育ての分野では、小学校・中学校の給食費無償化、１８歳までの子

ども医療費の完全無償化、各種派遣費補助、各検定補助、保育園の保育

料無料化などを引き続き進めてまいります。 

 子どもたちの成長のためには、読書を習慣づけることは大変重要であ

ります。知識や教養の向上はもとより、優しさや勇気、創造力など子ど

も一人ひとりの心の豊かさ、豊かな人間性が育まれ、学力の向上が図ら

れるものと考えます。情操教育の推進や読書運動など、地域との触れ合

いを伴ったふるさと学習をとおして、児童生徒の豊かな心・郷土を愛す

る心の育成に努めます。 
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 そして、引き続き総合教育会議の開催により、地域の教育の課題やあ

るべき姿を共有して、より一層民意を反映した教育行政の推進を図って

まいります。 

熱中症予防のため、学校体育館の空調設備について、教育環境のさら

なる向上を目指し、費用対効果を含め現場の声を集約し、検討を進めま

す。 

 子ども議会で提案のあった、高穴テニスコート後地でのバスケットボ

ールコートとゲートボールの練習場の併設に向けて取り組みます。 

三つ目に健やかな暮らしを支え合う村づくり 

現代社会においては、急速な高齢化の進行や生活習慣の変化により、

疾病全体に占める生活習慣病の割合が増加していることから、生活習慣

病の発症と重症化を予防するとともに、生涯にわたり健康で生活を送る

ことが求められております。このことから、健康づくりへの村民意識の

高揚を図るとともに、生活習慣病予防などの保健指導の充実、各種がん

検診などの受診率の一層の向上に努めてまいります。 

国民健康保険事業は、少子高齢化の進展や医療の高度化に伴う医療費

の増加等により一層厳しさを増しています。そのようななか、国保事業

の安定的な運営・負担の公平化・医療費適正化等を目指し、様々な施策

を展開しています。今後とも、自主財源である国民健康保険税の確保や

医療費の確保に努めてまいります。 

高齢者を含むすべての世代が互いに支え合い、心が通い合う、やすら

ぎの社会の実現を目指し、「高齢者福祉計画・介護保険事業計画」に基づ

く各種施策に着実に取り組むとともに、介護保険制度の安定した運営を

図ります。 

 すべての妊婦に対する健診の費用助成回数を拡充するとともに、健診

の受診回数が多い多胎妊婦に対する追加助成を新たに実施するなど、安

心して子どもを産み育てることができるよう、妊婦健診費用助成制度の

充実に努めます。 

 高齢者福祉につきましては、高齢者が住み慣れた地域で自立して暮ら
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すことができるよう、地域包括ケアシステムの深化・推進を図るととも

に、世帯構造の変化や認知症高齢者の増加に対応した生活支援や見守り

活動、地域の力を生かした支え合い活動が必要であります。このことか

ら、情報連携の強化など、地域、医療、介護関係者が一体となって、高

齢者が安心して生活できるよう諸施策を進めてまいります。 

 子育て世帯の育児などに対する不安、高齢者の単身世帯増加に伴う社

会的孤立など、家族や地域社会が抱える課題が多様化、複雑化していく

と見込まれます。そのため、子どもから高齢者まで切れ目のない包括的

な支援体制の充実を図るとともに、世代や分野を超えた多様な主体がつ

ながり支え合い、誰もが自分らしく生き生きと生活できる村を創造して

まいります。 

 人それぞれに考えや個性があっても、お互いを尊重し、それぞれにで

きることを行う、このことを大事にすれば、年齢や障がいの有無などに

関わらず誰もが自分の役割や活躍の機会を得られる共生社会をつくるこ

とができると考えます。温かい人と人とのつながりがあり、どこか懐か

しいけれども新しさも感じられる、包容力のある村づくりを進めてまい

ります。 

本来、福祉や医療、教育などは、地域間格差が生じることのないよう

国において、一律に行政サービスが提供されるべきと考えますが、自治

体ごとに格差が生じている現状にあります。こうしたことから、引き続

き国や県に対し要望していくとともに、財源を適切に配分し、行政サー

ビスの提供に努めてまいります。 

「子ども議会」で提案のあった、シニアカーのレンタルあるいは購入

費の一部補助について検討を進めます。高齢者や障がいのある方々が、

運転免許返納後も住み慣れた地域で自分らしい暮らしを継続し、自立し

た生活を支援、また外出や社会参加交流の機会を失わないことを目的と

して、補助制度を設け実施します。 

四つ目に安全で快適な生活基盤が整う村づくり 

 令和２年に日本に初めて感染者が出た新型コロナウイルスの拡大は壮

絶を極め、想定をはるかに超える社会経済活動の停滞により、国民生活
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に大きな打撃を与えました。その影響は今も続いています。さらに、世

界の各地では戦争が勃発し、多くの民が苦しみ、日本においても物価高

騰等の影響が国民の生活を直撃しています。 

 ここにおいて、この数年に我が国を襲った自然災害は、私たちに日常

生活を何事もなく平穏に守っていくことの大切さを痛感させました。ま

た、これらの自然災害は、私たちが感知できない領域で無慈悲に起こり

得るという点で、平穏な日常生活を維持継続していくことの難しさも痛

感させられたのです。 

 全国各地で起きている自然災害の脅威を改めて認識し、災害から村民

の生命・財産を守ることが、行政運営の一丁目一番地であると痛感して

いるところであります。自助・共助・公助が互いに補完・連携し、地域

防災力の向上を図るとともに、村内の防災機能や消防体制の強化など、

防災・減災・応災（自助・避難先での安全の確保・ケガをした人の応急

手当）を基盤とした村づくりに努めてまいります。 

 一方、様々な災害での被害を未然に防止する、あるいは最小限に止め

るためには、日頃からの備えや村民同士の助け合いが必要不可欠であり

ます。災害から自分や家族を守る行動がとれるよう啓発に努めるととも

に、自主的な避難行動がとれる「自助」の意識を醸成してまいります。 

 安全安心な水道水安定供給につきましては、老朽化が進む施設への対

応として、基幹管路や水道設備等の段階的な更新など、将来にわたり安

定した水道水供給のため着実に進めます。 

 クリーンセンターにつきましては、将来にわたり安定したごみ処理を

継続するため、生ごみなどの減量化により施設の長寿命化を図ります。 

児童の登下校における安全・安心の確保に向け、通学路の危険個所の

把握から対策の実施、・改善まで、家庭・地域・関係機関と連携して組織

的に取り組むとともに、地域で子どもを見守る意識の醸成を図ります。 

 総合防災力の向上を図るため、平常時には多目的ホール（会議室・エ

イサー練習場等）、青年会、婦人会、老人会の事務室、備蓄品やベット等

の倉庫、機械・設備室等を備え、災害時・国民保護対象時には危機管理
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機能の総合拠点となる、「特定臨時避難施設」（仮称）の整備に向けた検

討を進めます。そのため、用地取得を進めるとともに、防災避難路や避

難場所となる施設整備に向けた、基本設計を行ってまいります。 

 水納島への電気海底ケーブルが老朽化しており、取り換えのための事

業が導入されます。その事業と並行して、水納島超高速ブロードバンド

基地局整備事業を進めます。これまで水納島までの光ファイバー回線が

なく、通信環境が悪い状況にありました。その改善のため、通信速度が

速く安定性が高い光ファイバーケーブルを接続し、利便性を高めていく

目的で、内閣府の事業を導入します。 

五つ目に女性・若者から選ばれる村づくり 

 人口減少という少子高齢化が加速するなか、医療、福祉、子育てなど

多様な行政ニーズに対応していくとともに、村民が互いに支え合い、将

来にわたり暮らし続けられる村づくりを推進することは大切でありま

す。 

 家族のあり方や価値観が複雑化・多様化するなか、社会状況の変化に

対応して、子どもの成長を社会全体で支え、支援するため、関係機関な

どと連携・協力しながら、出会いから結婚に至る支援、また、安心して

子どもを産み、育てたいという希望がかなえられるよう、各般にわたる

取り組みを展開してまいります。 

本村で生まれ育つ子どもを増やし、その力をいかに伸ばしていくか、

これは、本村の将来を左右する最重要課題であります。そのため様々な

経験を通じた子どもたちの成長促進、子育ての精神的・時間的負担の軽

減、仕事と子育てが両立できる体制整備を主眼におきながら、子どもの

成長、子育ての喜びを感じられる村を創ってまいります。 

 現実を直視すれば、本村の人口は今後、減り続けますが、「人口減少」

イコール「地域の衰退」を意味するものではないという認識を持つ必要

があると思います。今後は、そのスピードを緩やかにすることに加え、

「縮小する社会」を前提に移動手段の確保、さらにはデジタル化の推進

に努める必要があります。 
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 とりわけ、少子化をめぐる問題は、その効果が出るまでに長い時間を

要することに加え、将来を見通せる収入や柔軟な働き方、さらにはコミ

ュニティーの盛り上がりなど、総合的な対策が求められます。そのため

には、行政や民間、地域が一体となってこの問題と向き合い、若者が結

婚や出産に前向きになれる地域にしていく必要があると考えます。 

 また、人口減少が進むなか、地域の活力を維持していくためには、主

体的に村づくりに関わる「人材」が必要です。国も賃上げや変化するビ

ジネス環境に適応するための、技術指導に力を入れておりますが、村と

しても農業・観光・起業などあらゆる分野で何かに挑戦する人材を支援

するとともに、村民一人ひとりが社会や地域とのつながりを実感しなが

ら、自分らしく過ごすことのできる居場所づくりに取り組んでまいりま

す。 

 これまで、多良間村は、恒常的に女性・若者の村外流出が続いてまい

りました。特に若い女性の村外流出は出生数の低下につながり、人口の

減少に大きな影響を与えます。このようなことから、女性・若者に選ば

れる村づくりを最重要視した、取り組みが重要になっています。結婚や

子どもを産み、育てたい方々の夢の実現に寄り添い、多良間村が女性・

若者から選ばれるためにはどのような村づくりがよいか、大きな課題で

あり、「女性・若者が住みたい」と思う環境を整えていくことが重要と考

えます。 

移住・定住で大きな課題となっているのが「住まい」の問題です。こ

れまで、村営住宅、定住促進住宅、コンテナハウス等整備してまいりま

したが、追い付かない状況です。今後、いろいろなジャンルの移住定住

を見越して、沖縄離島活性化推進事業費補助金による定住促進住宅の建

設を進めます。 

六つ目に未来を見据えた行政運営 

 コロナ禍を乗り越え、村内のにぎわい、活気が回復しました。これ

は、活気あふれる地域をつくるという強い思いと、攻めの姿勢で村政運

営を進めた成果でもあります。と同時に、元気な多良間村を取り戻そう

という、村民や各団体の皆様の地域への熱い思いが大きな形になったも
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のと思います。新年度は、未来志向の村づくりに、さらにアクセルを踏

み込み、初動の勢いを加速させることで、活気あふれる、強く、やさし

い多良間村へと大きく前進してまいります。 

 そのためには、地域の原動力である「人」の力を最大限、生かす取り

組みを進めてまいります。困りごとを抱えた方々をしっかりとサポート

するための体制づくり、一人ひとりが活躍できる環境づくりに重点的に

取り組み、村民の皆様が自分らしく輝いている地域をつくってまいりま

す。そして、その輝きを集結し、大きな光の束として、村内外に発信す

ることで、地域に対する誇りや愛着、地域社会に貢献する意識の醸成を

図り、移住・定住につなげてまいります。 

 未来に大きく着実に前進するためには、村内の基盤や行政としての足

場を、確固たるものにしていかなければなりません。地域の安全・安心

があってこそ、豊かな暮らしや活発な活動が実現できます。多良間村を

さらに強靭な地域とするため、感染症や自然災害から村民の皆様を守る

取り組みや、これまで築いてきた生活基盤の適切な維持管理に努めてま

いります。 

 また、様々な課題に対応しながら、着実に村づくりを進めるために、

人口減少や行政資源の縮小を見据えた、堅実な行政運営に引き続き取り

組んでまいります。 

 村民生活や地域経済においては、新型コロナウイルス感染症の影響は

少なくなったものの、物価高騰が村民生活や地域経済に、大きな影響を

及ぼしています。この物価高騰に対し、これまで、水道料金基本料金の

無償化など、村民に対する支援を実施してまいりました。新年度は、引

き続き、村独自の水道料金基本料金の無償化及びプレミアム付商品券の

発行など、村民の皆様に寄り添う支援策に取り組んでまいります。 

 経営の神様といわれる松下幸之助氏の言葉に『一方は「これで十分

だ」と考えるが、もう一方は「まだ足りないかもしれない」と考える。

そうしたいわば紙一枚の差が、大きな成果の違いを生む』。あっさりと満

足せず、考え続けることの大切さを表した言葉です。職員一人ひとり

が、常に国や県をはじめ様々な関係機関との情報交換や民間をはじめと
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する団体と交流を深めていくことで、新たな知識と出会い、先を見る力

と柔軟な発想が培われます。そうすることで、予測できない事態が起こ

ろうとも、切り抜けられる強靭な組織を築き上げられるものと考えてお

ります。 

 そして、その力が多良間村の発展と魅力の創造につながるものと考

え、役場職員が一丸となって、村民の皆様とともに未来を見据えた村政

運営に、全力を尽くしてまいる所存であります。 

七つ目に健全で堅実な予算と主要な事業 

 本村の財政状況は、小規模町村のなかで基金残高の多さや村債残高の

少なさは、上位に位置しており、これまでの「入りを図って出るを制

す」の財政運営が功を奏した結果となっています。しかし、生産年齢人

口の減少、高齢化の進行、公共施設改修への対応など課題は山積してお

ります。さらに、物価高騰など新たな社会情勢の変化にも、適切に対応

していかなければなりません。 

 また、少子高齢化に伴う、社会保障費の増加や、物価高騰や賃上げに

よる人件費・物件費などの経常経費の増加、公共施設などの社会インフ

ラの更新に伴って財政負担が増加する傾向にあります。それでも、将来

に負担を残さず、未来への投資を行うため、経費の縮減を行い、財源確

保へ向けた取り組みを、着実に進めていく必要があります。 

 そのようななか、石破政権看板政策である地方創生による地方交付税

の増額を見越し、社会経済情勢の変化へ柔軟に対応するとともに、中・

長期的で事業の選別を行い、計画的で安定した財政支出をおこなうこと

としました。そして、限られた職員数、限られた行政資源で、より効果

的・効率的に施策を実行できるよう予算編成いたしました。 

 この考えに基づき編成いたしました新年度当初予算案は、一般会計は

総額２，６６４，７１８千円となり、前年対比２６６，６１３千円（１

１．１％）の伸びとなりました。 

 特別会計につきましては 

国民健康保険特別会計    １４６，９００千円 
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介護保険特別会計       １４６，５６６千円 

後期高齢者医療特別会計       １３，１４４千円 

簡易水道事業会計   

収益的収入及び支出 収入９６，２７５千円 支出１０３，５１８千円 

基本的収入及び支出 収入 ８，９００千円 支出 １４，６６５千円 

であります。 

 次に、新年度における主な事業についてご説明申し上げます。 

生活物資及び農業関連資材保管施設整備事業、地下水資源保全推進事業

（最終処分場改修）、農業基盤整備促進事業（迎原地区・高瀬第２地区・

阿波利真地区・大神地区）県営土地改良事業（種子川地区・安嘉応原地

区）フタツガー線改良工事、仲筋南北 1号線改良工事、へき地教員宿舎

新築工事、水納島超高速ブロードバンド基地局環境整備事業、定住促進

住宅基本設計業務、国営事業実施設計、特定臨時避難施設の基本設計等

であります。 

むすびに・・・新たな未来に向かって勇往邁進 

 感染症の大流行、甚大な自然災害の発生、急激な物価変動や少子高齢

化、人口減少など現代は多くの困難を抱えた時代ともいえます。「向かい

風のときこそ、凧（たこ）は最も高く上がる」という言葉のとおり、こ

んな時代だからこそ、村の課題に向き合い、未来に向けて力強く前進し

ていくことで、多良間村をさらなる高みへと導くことができるものと確

信しております。私たちの村は、「日本農業遺産」「日本で最も美しい

村」「多良間県立自然公園」「日本林業遺産」が示す通り、魅力と大きな

ポテンシャルを持っています。村の資源を推進力に変え、本村はまだま

だ発展していくことができます。多良間村の未来に責任を持つ村長とし

て、村民の皆様の支えを受け、先頭に立って、勇往邁進していく所存で

す。 

 言うまでもなく、平穏な日常生活の維持継続は、村民の幸福、地域の

発展・成長が大前提です。それ故、行政の第一義的な使命は、まさに村
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民の平穏な日常生活を守ることにあります。それは、いつの世の政治・

行政においても、変わらぬものであるということを改めて認識しなけれ

ばなりません。 

 しかし、平穏な日常生活を守る仕事には華々しさはなく、注目される

こともない極めて地道な営みです。その仕事の成果は、村民からすれば

至極当たり前のことで、性質上その努力と成果については、村民からの

評価は得難いものです。 

ただし、村民一人ひとりの平穏な日常維持継続こそが最も大切なこと

であり、全力を尽くさなければなりません。そのことこそが行政の王道

であり、政治の王道でもあります。 

時代とともに、今までの枠組みや価値観、さらには常識さえも変わっ

ています。私は、そのような中にあっても、村政を預かるものとして、

決して変わらない確固たる信念を持ち、前へ進むべきと考えておりま

す。私の信念、それは「村民の幸せのためのゆかり゜村づくり」という

ことにほかなりません。 

この揺るぎない信念を常に刻み、真に村民の幸せにつながるあらゆる

施策を、強い決意をもって実行し、村づくりの主人公である村民の皆様

とともに、多良間村の新たな未来を切り拓いていく所存であります。 

以上、村政運営に関する私の所信の一端と、令和７年度における主要

な施策や事業について申し上げまして、令和７年度の施政方針といたし

ます。 

村民の皆様、議員各位には引き続きご理解とご協力を賜りますようお

願い申し上げます。 

令和７年 3月 11 日 

多良間村長 伊良皆 光夫 


